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埋蔵文化財の緊急調査は、民間による宅地開発や公共事業等の原因により、その数を増して

来ている。

大代横穴古墳群は、本市の埋蔵文化財の中で唯一の横穴古墳であるが、このほど、宮城県仙

台東土木事務所が施工する都市計画街路工事により、丘陵の一部が削られるため発掘調査を実

施したものである。

調査の結果、新たに横穴古墳8基、塚l基が発見され、横穴古墳から勾王、切子玉、耳環、

金銅装頭椎大刀などの貨重な副葬品が出土した。特に、頭椎大刀は県内で3例目の出土であり

全国的な出土分布の最北端に位置するもので、学問的にも費重な資料になるものと思われる。

さらに、本横穴古墳群が大代地区のみならず、陸奥国府多賀城が築造される奈良時代以前の

本市の歴史を解明する上で、大変重要な遺跡になるものと考えられる。

本報告密が、 学術研究のみならず、学校教育や社会教育の場でも大いに活用されれば幸いで

ある。

発掘調査や遺物の保存につきましては、宮城県仙台東土木事務所、東北歴史咬料館をはじめ

地元の方々などのご協力をいただき、心から感謝申 し上げる次第である。

昭和 60年 3 月

多賀城市教育委員会

教育長 玉 晶 誼



例 言

1. 本書は、都市計画街路（大代 ・七ケ浜線）工事のための事前調査として実施した「大代横

穴古墳群」の発掘調査成果をとりまとめたものである。

2. 本調査は、多賀城市教育委員会が、宮城県仙台東土木事務所から調査委託を受けて行なっ

たものである。

3. 本書の作製についての作業分担は次のとおりである。

本文執筆 高倉敏明 ……… n、IV1 (6号横穴）、 V、VJ

滝口 卓 ……...lVl (3号、4号横穴） 、IV2 

石川俊英 ・・・・・・・・・ IV 1 (1号横穴）

石本敬 •…… ·· lV l (2号 ・10-14号 ・21号 ・22号横穴）

千葉孝弥 ……… I、IV1 (5号横穴、塚）

相沢清利 ………皿 、Nl (6-9号横穴）、 IV3 

遺構 ・ 造物トレース … • …• • 石本 敬、千葉孝弥、相沢清利

遺物実測•……• • 石本敬、千葉孝弥、相沢清利、 滝口裕子

遺物写真 ……… 高倉敏明、石本敬

遺構写真 • • ……• 石川俊英、千葉孝弥、相沢消利

図面整理 …•…•• 石本敬

遺物整理 ……… 滝口裕子、我妻悦子、芳買英実

編 集 ……… 高倉敏明、石本敬

4. 調査で出土した鉄製品の処理については、東北歴史資料館に依頼し、村山斌夫氏よりご教

示、ご協力を受けた。
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I 大代横穴古墳群の位置と環境

大代横穴古墳群は、多賀城市の中心部から東へ約3km離れた大代 5丁目地内に所在している。

即ち、県道多賀城菖蒲田線と七ケ浜町遠山方面に至る道路との分岐点から、西へ少し離れた丘

陵斜面に造営されている。ここは地理的に見ると、松島湾を抱え込む半島の基部にあたり、北

へ2km、南へ1.5kmで海岸線に達する。地形的に見ると、本横穴古墳群の立地している丘陵は、

陸前丘陵の中の松島丘陵に属している。これは宮山、姉取山、大高森などを除くと40-100m 

前後の小起伏丘陵であり、南の海岸線に向けて枝状に発達している。これらは新第三紀に形成

された砂岩及び凝灰質砂岩などで形成されている。なお、この丘陵の西、南面には泥、砂、礫

などが厚く堆租する沖積地とその背後には後背湿地が見られ、更に海岸線に近い所では砂丘、

浜堤が発達している。この砂丘、浜堤は安定した地盤であるとされ、平野に発達している部落

の分布の原形は、この砂、礫層の分布に支配されていると言われている。背後に小丘陵を控え、

沖積地と浜堤を有して海岸線に面した当地域は、良好な生活環境のもとにあったと言えよう。

このような良好な生活粂件に恵まれたこの地域には、各時代の遺構が多く残されており 、特

に貝塚には見るべきものがある。まず、縄文時代のものとしては、国指定史跡である大木囲貝

塚（七ケ浜町）をはじめ橋本囲貝塚（多賀城市）、左道貝塚、鬼ノ神山貝塚（七ケ浜町）など

が台地縁辺に立地している。弥生時代のものでは、桝形囲貝塚、大代洞窟遺跡などが知られて

いる。特に桝形囲貝塚は大正8年に調査が行なわれた際、籾痕のある土器が出土し、東北地方

でも石器時代から稲作農耕が営まれていたことを立証した遠跡として全国的に著名である。し

かし、残念なことに現在その所在を確かめることができなくなっている。本横穴古墳群とほぼ

同時代と思われる古墳時代の後期から奈良時代にかけての遺跡としては、桝形、砂山、薬師堂

などの横穴古墳群がある。これらの横穴古墳群は本遺跡とは距離的に近く、また、それぞれも

隣接しているところから 、一つの大きなまとまりとして把えることも可能であろう。これらの

被葬者の日常生活の場であ った集落はま だ知られていない。奈良 • 平安時代の遺跡としては、

北東約4.5kmのところに陸奥国府であった多賀城跡があり、周辺には東原、西原、元舟場、新

田前などの集落跡がある。新田前遺跡については昭和49年に調査が行なわれ、大溝や曲物を据

えた井戸などが発見されており、当時の生活の一端をのぞかせている。他の遺跡については、

すでに煙滅したり、所在が不明となっている。

さて、本横穴古墳に関しては、昭和13年刊行の 「宮城県史蹟名勝天然記念物調査報告書12」

所収の r宮城県内の古墳及び横穴』の中に記載があり、 「今猶発堀されざる古墳」として、そ

ー



の名が挙げられている。詳しい記載はないが、この頃その存在が知られていたということは、

すでに開口していた横穴古墳もあったと思われる。

このように、早くからその存在が知られていた本横穴古墳群は、これまで正式な調査が行な

われておらず、丘陵南斜面は削平を受けて、崖面に露出した姿を晒しながら今日に至ったので

ある。砂山、桝形の両横穴古墳群は調査が行なわれはしたものの工事によって壊滅し、薬師堂

横穴古墳群は後世の破壊が著しく、原形をとどめていないことを考えると、本横穴古墳群は当

地域における横穴古墳の稀少な例として貨重である。

表 1 遺跡地名表

姐緒号 遺 跡 名 所 在 地 立 地 種 別 時 代

1 大代横穴古墳群 多賀城市大代5丁目 丘 陵 端 横穴 古墳 古 墳 （後）

2 大 代 遠 跡 多賀城市大代5丁目・ 6丁目 砂 堆 包 ＾ 已

地 縄文• 平安

3 大代洞窟遺跡 多賀城市大代 5丁目 海触底 洞窟 遠跡 弥 生

4 橋本囲貝塚 ~ 沖積地 貝 塚 縄 文

5 桝形囲貝塚 多質城市大代 6丁目 ,, ,, 弥 生

6 新田前遠跡 七ケ浜町新田前 砂 堆 集 落 跡 奈良 • 平安

7 桝形横穴古墳群 七ケ浜町湊浜 丘 陵 端 横穴 古墳 古 墳 （後）

8 砂山横穴古墳 群 ，，， 4 ,, .,. ， 薬師横穴古墳群 ‘’ 
,, ~ ,, 

10 元舟場遺跡 多賀城市大代 1丁目 自然堤防 散 布 地 平 安

11 西 原 遺 跡 ，，， ,, ,, 奈良 • 平安

12 柏 木 遺 跡 多賀城市大代 5丁目 丘陵斜面 ，，， ，， 

13 林 崎 貝 塚 七ケ浜町松ケ浜 海岸低地 貝 塚 縄 文 （晩）

14 野 山 遺 跡 七ケ浜町宮蒲田浜 丘陵斜面 包 ＾ 己

地 縄文 • 弥生

15 国史跡大木囲貝塚 七ケ浜町束宮浜 丘 陵 貝 塚 縄文（前・中・後）

16 左 道 貝 塚 .. 丘 陵 端 ,, 縄 文 （前）
]:7 東 原 遺 跡 多賀城市栄3丁目 砂 堆 散 布 地 奈良 • 平安

18 八幡沖遺跡 多賀城市宮内 1丁目 平 地 ，，， 

‘’ 
19 八 幡 館 跡 多賀城市八幡2丁目 丘 陵 散 布 地 ・館跡 奈良 •平安 • 中世

20 桜 井 館 跡 多賀城市中央 1丁目 ... 館 跡 中 世

21 稲荷殿古 墳 多賀城市高崎3丁目 ,, 品塚古墳（円） 古 墳 （後）

22 志 弓I 遺 跡 多賀城市東田中 2丁目 ,,. 包 含 地 ・館跡 旧石器・奈良・平安・中世

23 東田中窪前遠 跡 多賀城市東田中 1丁目 丘 陵 麓 散 布 地 ・館跡 奈良 • 平安 • 中世

24 丸山囲古 墳群 多費城市高崎2丁目 ~ 高塚古墳（円） 古 墳

25 特別史跡多賀城廃寺跡 多賀城市麻崎1丁目 .2丁目 丘 陵 寺 院 跡 奈良• 平安

26 潅） 崎 遺 跡 多賀城市高崎・留ケ谷 ,,. 寺院跡・集落跡 ・館跡 奈良 • 平安 ・ 中世
27 涵 平 遠 跡 多賀城市浮品・高崎 1丁目 沖租平野 集 落 跡 奈良 • 平安

28 館 前 遠 跡 多賀城市浮島 分離丘陵 官衛 • 館跡 平安 • 中世
29 小沢原遺 跳 多賀城市浮島 2丁目 丘 陵 散 布 t也 奈良 ・平安

30 野 田 遠 跡 多賀城市留ケ谷 2丁目 .. 散 布 地 ・館跡 奈良 • 平安 ・中世
31 矢作ケ館跡 ，，， ，，， ,,. ,,. 
32 心 原 遺 跡 多賀城市浮島 ，， 散 布 地 奈良• 平安

33 法性院遺跡 ., ,, ~ 9 

34 西 沢 遺 勤； 多賀城市市川 ・浮島 ,, ，， q 

35 特別史跡多賀城跡 ,, 會ヽ 国 府 跡 奈良 • 平安• 中世

36 市川稿遺跡 多賀城市市川・浮島・高崎 沖積平野 集 落 跡 奈良• 平安

37 山 王 遺 跡 多賀城市山王・南宮 自然堤防 ~ 古墳 ・ 奈良 • 平安
38 大日北遺跡 多賀城市高橋 ‘’ 散 布 地 奈良 • 平安
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Il・調査に至る経緯

今回の発掘調査の原因とな った都市計画街路大代七ケ浜線は、多買城市大代 1丁目を起点と

し、七ケ浜町湊浜字桝形を終点とする延長1,180m、幅員12-15mの街路である。本街路は昭和

54年12月に都市計画決定されたものである。

調査についての協議は、昭和57年に遡る。宮城県仙台東土木事務所から示された本街路のエ

事計画によれば、本市唯一の横穴古墳群が所在する丘陵の南端部分が削平を受けるため、現地

踏査を行な った。その結果、県道に突出した丘陵南崖面に数基の横穴古墳の痕跡が確認され、

さらに、西側斜面は比較的原地形が保たれていると思慮されたことから、新たに横穴古墳が発

見される可能性が考えられたため、事前調査として昭和58年度に調査を実施することにした。

本街路工事の施行者である宮城県仙台東土木事務所と昭和58年7月に打ち合わせを行ない、

10月に埋援E文化財発掘通知が提出された。その後、昭和59年に入って、調査に係る打ち合わせ

を行ない、同年2月14.日付けで土木事務所長と多賀城市長との間で契約が行なわれた。3月14

日に現地立ち合い後、 21日から調査に踏み切ったものである。

III 調査方法と経過

発掘調査は、都市計画街路の路線敷にかかる丘陵の先端部、約300而を対象として行な った。

本横穴古墳群は、丘陵南崖面にすでに30基程が開口しており、今回対象となった調査地域は、

その西端に位置する。調査区の現状は、雑木におおわれており、道路に面した所はゴミ捨場と

なっていた。このような現状から、当地区においては今まで横穴古墳の存在は確認されていな

かったが、多賀城市から七ケ浜町にかけて、横穴古墳が連綿と続いていることより、西斜面に

も造営されている可能性が強いことが予想された。そこで、今回の調査は、西斜面へ延びる横

穴古墳の検出を主目的に実施した。調査基準点は国家座標を使用し、原点1(X: -189,992. 

255、Y:+18,417.184)と原点2 (X: -189,988.757、Y: + 18,411.411)を結ぶ線を基準

線とした。さらに、原点1を基準点として、調査区全域に 3m方限のグリットを設定した。グ

リット名は南北方向をアルファベット（北側から A、B、C、…)、東西方向をアラビア数字

（東側から01、02、03、…)で表わした。

調査は昭和59年3月21日より開始した。まず、調査区内の雑木の伐採及び下草刈りを行ない、
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第2図調査区位置図
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その後、全体の表土剥ぎを行なう。遠構検出作業は、丘陵項部付近から開始する (3月28日）。そ

の結果、周溝を伴なうマウンド状の高まりを呈した積土部分を検出した。そして、この積土部分

を含めた丘陵頂部付近の地形図を作成する。西側傾斜面では、表土除去の後、黒褐色土の旧表土

が斜面の窪まった箇所に10-30cmの厚さで認められた。さらに、旧表土を除去したところ未開

口の横穴古墳を 6ケ所で確認し、北から順に1-6号横穴とした (4月4日）。堆積土は基本的に

半載して掘り込み、縦断面と横断面のセクション図を作成した。各横穴には閉塞石が認められ、

特に 1-3号横穴は玄室の天井も崩落せずに残り、閉塞石も原位置をほぼとどめていた。各横

穴とも、堆積土のセクション図及び閉塞石実測図作成の後、玄室内の調査を開始する (4月7日）。

6号横穴から鉄刀が多足に出土し、その出土状況の図面を作成して、写真撮影を行なう。また、

6号横穴の南側において、2基の横穴を新たに発見し、7、8号横穴とした (4月13日）。 1-6

号横穴については、玄室内の調査をほぼ終了し、平面図、断面図作成を開始する (4月17日）。丘

陵南崖面にすでに開口している横穴古墳についても、現在まで調査が行なわれていないため、今

回その一部の横穴古墳の調査を行ない図面を作成することにした。それらの横穴は、西側から

順に 9-36号横穴とし、そのうち、10-14号横穴、21、22号横穴の調査を行なう (4月26日）。各横

穴の調査に並行して、調査区内の地形測屈を開始する (4月27日）。横穴の調査をすべて終了し、

図面の補足、全様写真拇影を行なう (5月7日）。基準点の国家座標を求めるために、トラバース

測量に入る (5 月 16日）。また、丘陵頂部においては、火山灰（黄色口—ム）の堆積状況及びその下

層における遺構の有無の確認を目的として、 2inX3mの トレンチを 2ケ所に設定し、蹂灰岩基

盤層までの掘り下げを行なう (5月22日）。並行して、マウンド状の高まりを呈した積土部分の断

ち割りを行ない、その積土の状況を検討した結果、時期は不明ながら 、この遺構を塚と判断した。

さらに、丘陵南側全体の地形測菰、遠景写真撮影を行ない、 6月4日にすべての調査を終了した。

wi
 

調 査 成 果

今回の調査によって新たに発見された遺構は、横穴古墳8基、塚1基である。丘陵南崖面に

すでに確認されていた27基の横穴古墳のうち、8基についても調査を行なったので、併せて記

述することにする。

1 . 発見遺構と出土遺物

1号 横 穴

本横穴は、丘陵西斜面で検出された横穴古墳の中で、一番北側に位置する c 玄室、玄門、羨

6
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1号横穴土層観察表

層位1 土 色 園 考

I 暗褐色土 ！しまりが弱くバサバサしている。

2 曙● 色土 ’I色綱がl●よりやや●るい．
3 にぶい黄褐色土 帖性、しまりややあり•謄褐色土を混入，
4 黄褐色士凝灰岩粒を含む。

5 浅黄色土 ● 

6 浅黄色 土 枯性、しまりあり。

？ 貿褐色土 ’I紺生しまり杓合いo曲紅墳を若干含む。
8 貨褐色土風化甜灰岩層

a ， 
a
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10 

道から構成されており、比較的良好な保存状態であった。

（玄室〕 平面形はほぼ方形を呈し、コ ーナ一部がやや丸味を帯びている。奥行 1.7m、奥壁

幅1.6m、前端幅1.34mを測る。床面から天井までの高さは、最も高い所で1.04mである。立面形

は変形ドーム形を呈する。床面は玄門に向かって緩やかに傾斜し、若干凹凸が見られる。堆積

土は、暗褐色土、黄褐色土、浅黄色土からなり、玄門付近で厚く堆積している。これらは自然

流入土と考えられ、下層のものほど粘性が増している。また、玄室内にはエ具痕が顕著に見ら

れる。エ具痕は幅10cm程の単位で、天井から奥壁、両側壁にかけて、ほぼ全面的に認められる

が、仕上げはかなり粗い方である。

（玄門〕 玄室のほぼ中央部に位置し、奥行66cm、幅は中央で62cmを測る。立面形はド7ム形

を呈する。閉塞石は凝灰岩の切石であり、下部ほどしっかりと積石されたままで残っていたが、

上部は閉塞石がやや浮いた状態で検出されている。

〔羨道〕 奥行1.8m、中央幅 0.9mを測る。床面は、 平坦で前方に緩やかに傾斜する。両側

壁に接 し •て左側に 2 ケ所 、 右側に 1 ケ所でピットを検出した。 このピ ッ トの平面形はほぼ円

形を呈しているが、大きさは一様ではない。性格などについては不明である。

〔出土遺物） 出土追物は皆無である。

2号横穴

本横穴は、 1号横穴の南隣に位置し、斜面のやや奥まった箇所で検出された。両隣の横穴と

は約2mの間隔があり、また、わずかではあるが両横穴より高い位置に開口する。玄室、玄門、

羨道から構成されており、全長約4mの横穴である。

〔玄室〕 平面形は方形を呈 し、奥行2.10m、幅は中央で2.02mを測る。立面形はドーム形を

呈し、各壁の四隅から天井にかけて線刻が施されている。床面は平坦で、前方に向かって緩や

かに傾斜している。玄門の天井が崩落しているため、そこから土砂が流入し、玄門付近では厚

い土層の堆積が見られた。玄室内部においては、壁の剥落などが少なく良好な保存状態であっ

た。各壁には、幅約10cmのエ具痕が比較的整然と認められる。

〔玄門〕 玄室のほぼ中央部に位置し、前端で幅がわずかに狭まる。天井及び両側壁の上半部

は崩落しており、立面形は不明である。玄門の規模は奥行94cm、幅は中央で、54cmを測る。閉塞

石は？疑灰岩の切石と河原石で、加工された 2枚の扁平な大石を立てかけ、さらに、それを補強

する形で前方に積石されている。

〔羨道〕 奥行i".20m、幅は玄門より左右に約30cm広く張り出し、 1.16mを測る。床面は、前

方に向かって緩やかに傾斜し、幅は若干の広がりをみせる。

〔出土遺物〕 出土遺物は皆無である。



2号横穴土層観察表

層位 土 色 偏 考
I 褐 色土 しまりが弱（パサパサしている。
2 にぶい褐色土 しまりが屈い。

3 にぶい褐色土 ． 拉灰岩粒を若干含む，
4 暗褐色土 ． 
5 にぶい貢褐色土 しまりややあり。褐色土を若干混入。

6 貨褐色土 崩落凝灰岩層でサラサラしている。

7 淡黄色土 6層と同R。色調が臼っぼい。

8 暗褐色土 縫灰岩粒を含む。まな炭化物を含む。
9 にぶい貿褐色土 . 々

10 黄褐色 土 ． 令

II にぶい褐色土 小さな頌灰岩塊を含む。
12 Iこぷい黄褐色土 硬くしまりのある黒化凝灰宕層
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3号横穴土層観察表

屠位土色 漏 考

l 褐色

I 
土 しまり力咽い。炭化物、石英粒を含む。

2 褐 色 土仄褐色土を斑状に若干含む。

3 Iこぶい黄褐色土 しまりが非常に弱い。拉い砂質土を含む。1

4 Iこぶい貨褐色土13層と類似。石英粒を含む。
5 褐 色 土枯性、しまりが強い。

a ヽ
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3 号横穴

本横穴は、2号横穴の約2m南に位置している。玄室、玄門、羨道で構成された全長約3.7

mの横穴である。

〔玄室〕 平面形はほぼ長方形を呈し、奥行1.18mを測る。幅は奥壁で1.22m、前端で1.08m

と奥壁よりも前端がやや狭くなる。また、奥壁はわずかにふくらみをもつ。立面形はアーチ形

を呈し、高さ0.88mを測る。床面は玄門に向かって傾斜している。天井から両側壁や奥壁の下

方部にかけては、幅約10cmのエ具痕が認められる。堆積土は褐色土を基調とし、玄門付近で厚

＜堆積し、奥壁に行くにしたがって浅くなる。

〔玄門〕 玄室のほぼ中央部に位四し、奥行82cm、幅45cmと比較的細長い。立面形はアーチ形

を呈し 、高さ74cmを測る。玄門前には凝灰岩切石と河原石からなる閉塞石が租み上げられてい

る。

〔羨道〕 平面形は右側壁が外側にやや張り出すが、ほぼ長方形を呈する。奥行1.18m、奥壁

幅80cmを測り、天井部は存在しない。

〔出土遺物） 閉塞石に貼り付いた状態で、鉄刀の小破片が1点出土した。鉄刀（第13図 1)

は刀身の大部分を欠き 、形態などは不明である。

4号横穴土層観察表
層位
—, d 

土 色・-- 偏考.. → ..  

1 明褐色 J.: しまりが弱くバサパサしている。

2, 明褐色 土 懃屯質tを含tr,屈述土をプロ7ク状に含じ．

2b 明褐色土 令 炭化物を含む。

2c 明褐色上 • 
3a灰白色土 しまり咋恥。朗褐色の都I炒R土を含む。
3b 明渇仄色上明褐色土を沼人。
3c 明褐色砂質土 ，祖い砂質土やヽlヽ石を多く含む。

3d • 明褐灰色土明褐色土を混入。

3• ! 明 褐 灰 色 J: 々 上暦1こ比ぺ粒＋が細かい

4• 明褐色土 9滋沢ありぶ臼色士をカック状に含む．

4b にぶい渇色土 ク 粒子がきめ細かい。

S• 灰白色土 しまりが函くパサパサしている。

Sb灰白色土 上層に比ぺ白っばく、粒子がやや祖い。

3.(K)m-

2.00m一 ，
r 

l.()()m-

層!l:!.t一色 I ilil 考

Sc 灰白色土上層との間に薄い橙色王層アズる

5d 灰白色土明 褐 色 土 を 混 入 。
I 6 灰白色土 帖性、しまりとも弱い。崩落泣灰岩層。
I 7 I fJi. 褐 色 土湿灰ぶ粒を含む。

-4.: 双）m

堆積土層観察表
堅土色 鋼

l 面雨lfe:i:1授I&!暦----
考 ~

〇暗褐色 J.: • 
m浅 貿 橙 色 土炭化物を含む。

IV 汲貨位色土灰白色土をプロッ
V 及褐色

ク状に含む。
上 炭化物を若干含む。9奸がきめ紐かい。

¥ll 黄褐色土埠との間に薄い明褐色土層が入る。＂ 拭褐色上埠よりしまり渡(.色躙もやや明るい．
¥la明褐色土 ，帖性があり、9紆がきめ細かい。

冒b Iこぷい橙色土 1しまりが弱くパサパサしている。
lie褐 色 上炭化物を含む。

lid 明出色 土 l硬くしまり、粒子もきめ細かい。

IIいにぶい橙色上 しまりが弱く、祖い砂n土を含む。

¥If 明褐色士帖性ややあり。9好がきめ細かい。

IX 灰白色土粒子が岨く、炭化物を含む。

X 11/l籍灰色土炭化物を含む。

XI I明粒灰色土 ，UL!り仄紙辻砂カック状に訊'•
ll • 1¥1緑 灰 色 土 I上対より色調がやや明るい。

II• ' I引褐色砂行土 しまりが蒻い。

¥'lib 黄褐色砂只土 i紐色と褐色の砂行土が交互に堆t

13 



4 号横穴

本横穴は、 3号横穴の南隣にあり、約1.5m上方に位置する。玄室、玄門、羨道から構成さ

れている。天井は奥壁付近にわずかに残存するのみである。

〔玄室） 奥行2.0m、奥壁幅1.06m、前端幅0.86mと玄室前方に向かって幅が狭くなり、 平

面形はフラスコ状を呈している。高さは奥壁付近で0.76mを測り 、立面形はアーチ形を呈する。

床面は奥壁付近で凹凸が見られ、玄門に向かって比較的急な傾斜をみせる。奥壁には粗い工具

とド.、'・乙~叶..:, ~4.30m 

尋
"" la "'I I I≫ 

b 

c
 

‘叶 I竺

I a' 

4
 .3
0
r
n
 

c ヽ

゜
2m 

第8図 4号横穴実測図

14 



痕が顕著に認められる。

〔玄門〕 玄室と玄門の区画は明瞭でない。し かし、幅が玄室奥壁付近に比べかなり狭くなり、

しかも、ややくびれることや、前方に閉塞用に用いられた凝灰岩切石が崩落した状態で確認

されたことより、玄門と考えた。奥行約40cm、幅は中央で68cmを測る。

〔羨道） 玄門同様明瞭ではない。右側壁は玄門前端から約80cm前方で外側に広がりをみせ、

床面も約50cm前方で傾斜がやや急になる。

〔出土遺物〕 出土遺物は皆無である。
5号横穴土層観察表

b 
3.5.0m-

b' 

E O!:"I: 

層位 土 色 瀾 考
I 褐色土 しまりが紺い。粗い砂只土を含む。
2 浅黄色土 ． 粒子がきめ細かい。
3a 浅黄色土 しまりややあり。 . 
3b浅黄色土 硬くしまりがある。
4 浅貿色土 明褐色砂質土と交互に堆祖。
5 浅黄色土 しまりが弱く、昂色土を混入。
6 にぷい貿橙色土 明褐色砂質土と灰白色土を混入。
7 にぶい黄橙色土 仄臼色土と交互に嬉槙但い砂質土を含む．
8 浅黄色土 しまりが弱い。灰白色土を含む。
9 灰白色土 しまりがあり、粒子がきめ細かい，
10 明褐色砂費土 灰白色土、浅黄色土を含む。
ti. にぶい貨橙色土 灰白色土と交互に堆積。
!lb Iこぶい責r.tlら土 明褐色土を混入。粒子が祖い。
12 浅貨色 土 しまり戒恥浅訳辻、鵬色土を混入，
13 にぷい褐色土 硬くしまりがある。
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5号横穴

本横穴は、 4号横穴の南隣に位岡している。北に隣接する 4号横穴より lm低く、南に接す

る6号横穴よりは 0.8m高い位置に開口する。玄室、玄門、羨道によって構成され、全長3.2 

mを測る。天井はすぺて崩壊し、羨道は側壁の一部が崩壊した状態で検出された。

（玄室〕 平面形はほぼ長方形を呈し、奥行2.06m、奥壁幅1.56m、前端幅1.28mと奥壁より

前端が狭くなっている。奥壁は高さ50cmを残すのみであった。床面は玄門に向かってわずかに

傾斜している。堆租土は、大部分が天井崩落の後に流れ込んだものと思われ、浅黄色や明褐色

の砂牧土が互層に堆禎している。

〔玄門） 玄室のほぼ中央部に位四し、奥行38cm、幅は玄室側で80cm、羨道側で62cmを測る。

高さ93cm、幅81cm、厚さ16cmの凝灰岩の切石を立てかけて塞ぎ、その前方に人頭大の凝灰岩切

石の閉塞石を65cmの高さに積み上げていた。

〔羨道〕 奥壁幅 1.24m、奥行は76cmまで残存し

ている。平面形はほぼ長方形を呈していたと思わ

れる。天井部が存在したかどうかは不明である。

〔出土遺物〕 玄室の奥壁近くで耳環が2点出土

した。残存状態が悪く細部については不明である。

第10図lは直径4.7-4 .9cm、第10図2は4.5-4 .9 
ot
 

st 

cmで、いずれも錫製である。 第10図 5号横穴出土遺物（耳環）

6号横穴

本横穴は、丘陵西斜面に造営された横穴古墳の南端に位箇する。7号横穴によ って、玄室右

側壁と床面の一部が切られている。玄室、玄門、疾道から構成されており、天井及び側壁は崩

壊した状態で検出された。全長4.8mを測り、本横穴古墳群の中では大型の部類に入る。

（玄室〕 平面形は方形を呈し、奥行2.50m、奥壁幅2.60mを測る。立面形は両側壁及び天井

が崩壊しているため不明である。また、エ具痕も壁の剥落、風化が~著 しく明瞭でない。 床面は

平坦で、奥壁から玄門にかけて緩やかに傾斜している。各壁ぎわには幅4-6cm、深さ 2-3

cmの排水溝が巡らされている。断面形は 「し」状を呈し、床面は凹凸が激しい。堆積土は第 1

層が授乱土で、第 2~以下が崩壊土と考えられる。

（玄門〕 玄室のほぼ中央部に位置し、奥行42cm、幅68cmを測る。玄門の方向は、玄室の主軸

方向に対して、西で 7度北に偏している。玄門前には、河原石と方形状に加工したl疑灰岩切石

の閉塞石が検出された。閉塞石は 2、3段に積み上げられているが、上部は崩落している。

16 



（羨道〕 奥行1.85m、幅1.20mを測る。側壁は玄門前で床面から 1.2mの高さ まで残ってい

る。 主軸の方向は、玄門と同様に西で 7度北に偏している。また、床面は前方に向かうにした

がって、しだいに傾斜がきつくなり、玄門前端から約2.4 m前方で急激に下降する。
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6号横穴土層観察表

C \ ~ ヽ~迄 111 .£... 

0 2m 

層位 土 色 園 考

h 暗褐色土 攪乱層。しまりが弱くパサパサしている。

lb 暗褐色土 . や

le 黒褐色土 ． 黒色土と精褐色土が交互に埴鼠

ね淡黄色土 凝岩塊を含む。

2b 淡黄色土 粒子がきめ細かい。

2c 褐色土 々 湿灰岩粒を含む．

公浅黄色土 ． 令

31 i曳貨色土 凝灰岩粒を多く含む。

4 にぶい黄橙色土 硬くしまりのある凪化湿灰岩層。

第11図 6号横穴実測図
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（出土遠物〕 本横穴からの出士遠物として

は、金銅装大刀、鉄刀がある。遺物は、いずれ

も玄室床面直上の第3層から出土しており、

玄室中軸線より左側の側壁添いから奥壁にか

けて分布している。遺物の出土状況をみると 、

鉄刀は小破片となって散在しており、原形が

復元できたものは僅かに1振のみである。また、

金銅装大刀は把部分が玄門付近から発見され

たのに対し、鞘尻部分は奥壁近くで出土し、把

頭及び刀身部の％が欠損しているなど、遺物は

•いずれも原位既を保っているとは思われない。

第12図は、金銅装大刀の把と鞘尻部分であ

る。茎は残存長10cmで、茎尻部分が欠損して

いる。幅は 3cmで断面形がクサピ形を呈して

いる。この把部には、．把木とみられる木質片

とともに薄い金銅板の破片が付着しており、

金銅板の表面に蕨手状文と思われる打ち出し

文様があり、把間金具と考えられる。切羽は

長径 5.8 cm、短径 4.5cm、厚さ 1mmを呈し、

把頭の縁金具とともに金銅製である。鐸は6

窓の倒卵形を呈し、長径 7.9 cm、短径 6.6cm、

縁の厚さ 3mm、身厚 1mmの金銅製である。鎚

は径 3.5cm、幅 2.1cmを呈する。

刀身部は、鎚前端から 5cm程残存している

だけである。鞘尻部は、残存長21cmで表面に

は薄い金銅板が巻かれており、欠損部には幅

7mmの責金具（二の責）が認められる。金銅

板内側には鞘木が残り、鋒付近の鞘木には木

製の目釘が打ち込まれている。

ため刀身が膨らんでおり、鞘尻先端部が潰れ

しかし、銹の

て一部欠損しているなど、保存状態は良好と

は言えない。鞘尻は丸尻を呈している。この
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鞘尻部の資金具に接合する金銅板

の破片が出土している。この金銅

板の表面には、上 ・下二段に円文

の打ち出しがあり、それを囲むよ

うに二重の列点文が施文され、さ

らに、金銅板の両縁部にもスリッ

ト文様が刻まれている。おそらく

侃表に当る伏板と思われる。

第13図4は、本調査出土鉄刀の

中で唯一の完形品であり、茎尻か

ら刀身鋒まで31cmを測る小形の鉄

刀である。茎は長さ 8.0cm、幅は

関部で2.1 cm、尻部で 1.2cmの細

尻形で、厚さ 0.5"cmを測り、両関

タイプのものである。・錨は径2.7

cm、幅 1.2cmを測り、刀身は長さ

21. 8cm、幅2.1 cm、背幅0.6cmを

測る。 3は、玄室左奥壁添いから

出土した鉄刀片で、刀身幅 2.0cm、

残存長26.5cmである。 5は、玄室

左側中央部付近から出土したもの

で、刀身幅約3.0 cm、残存長28.0

cmを測る。鉄刀表面に鞘木と思わ

れる木質の痕跡が認められる。そ

の他は、 小破片の鉄刀である。

bロニロ b' _ J,80m 
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7号横穴

本横穴は、調査区の南端に位置

し、 6号横穴の南に隣接する。 6

号横穴の右側壁ど床面の一部を切

っており、本横穴古墳群の中では

唯一重復関係にある。玄室は、床
゜

叫
2m 

b
 

a I 

9号横穴 a'I 

第14図 7・8・9号横穴実測図
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面及び奥壁がわずかに残存

し、痕跡をと どめている。

6号横穴の床面とは、0.9m

の比高差がある。
2.20m —b - (I , ¥¥ b' 

8号横穴

本横穴は、 7号横穴の西
鼻

隣に位置する。標高は7号 "' 
"'I a I 

横穴とほぼ同じである。玄 ；； ,! 

室の残存状況はきわめて悪

く、排水溝の一部のみが認

められる。その状況から 、
＼」 ll _,C _ 

奥壁の幅は約2.1mと推定

できる。 排水溝は壁ぎわを

"{ ~ 
回っているものと、中央を

-., I a'I 
縦断するものがあり、幅8

-15cm、深さ 2-4cmを測

る。また、玄室内中央部左

寄りの位置で不整円形のピ

ットを検出した。ピット内
2 .20m~ { ¥ c' 

には 5cm大の玉石が中央に
10号横穴

集租されている。性格は不

明であるが、横穴に付随す

る施設とは考え難い。

4珈上こど

9号横穴
● • 

本横穴は、 6号横穴の東 /al 
f 
1 .. 

側、 10号横穴の上方に位趾 -'-口>-rマベ ..: ~ する。南向きに開口し、玄

室の一部が残存している。
a'I 

奥壁幅は1.42mを測る。立 11号横穴 ， 2m 

面形は天井が倒落している 第15図 10・11号横穴実測図

21 



22 

ため明瞭ではないが、アーチ形を呈していたものと思われる。床面は凹凸が激しい。本横穴古

墳群の中では比較的小型のものである。

10号横穴

本横穴は、 9号横穴の下方、やや東寄りに位置する。 9号横穴との比高差は約1.5mである。

玄室の半分程しか残存しておらず、しかも後世の改造で、玄室の中央部を上下に掘削され、さ

らに、奥へ拡張されているため、原形をかなり失っている。奥壁の両隅コ ーナーは丸味

を帯びている。立面形はアーチ形を呈すると思われるが、改造が著しいため判然としな

し、

゜

11号横穴

本横穴は、 10号横穴の東側約4mの位習にあり、南東に向かって開口する。玄室の床面と奥

壁がわずかに残存するのみで、全体の形態、規模などは不明である。しかし、奥壁幅が約 1.2

m しかなく、かなり小規模な横穴であったと思われる。

12号横穴

本横穴は、 11

号横穴の北隣に ！ や 、‘‘ ’、ヽ ヽ
I I 

位置し、床面の : ----------ー／I / ,. ・-

b ｀ ,_/ 
比高差は約 2m

3.5om- I ,b' ． 

である。玄室の ;...: 

奥壁と両側壁の
Si.' 、ョ-、

la I 
I°' 

一部が残存する
b b' 

が、風化や剥落

が著しい。床面 ・-t j 
にいたっては、 --~ 

” ，，， 
--一，，，， I 

奥壁の右隅にわ

： 

|竺

ずかに痕跡を残

゜
2m 

す程度である。
I a' 1-r-t f I → ,. ― I r-_,--4 

残存部での幅は 第16図 12号横穴実測図

2.86mを測り、規模の大きな横穴であったと思われる。また、奥壁の両隅には床面から約1.2

m の高さまで、不明瞭ながら稜線が認められる。



13号横穴

本横穴は、 12号横穴の東側約5.5mに位臨し、南に向かって開口している。玄室は半分程が

残存するのみで、天井は崩壊している。そのため、平面形、断面形とも判然としない。奥壁幅

は2.58mを測り、 12号横穴と同様に奥壁と側壁を明瞭に区画する稜線が、床面から約90cmの高

さまで残っている。
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14号横穴

本横穴は、 13号横穴の東に隣接し、ほぼ同じ高さに開口している。崩壊が著し いため形態は

不明であるが、奥壁残存幅が約 lmしかなく、かな

り小規模な横穴であった可能性が強い。

21号横穴

本横穴は、丘陵南崖面のほぼ中央に位置する。

玄室の約半分程しか残存しておらず、奥壁幅2.10

m を測る。平面形は扇形状を呈すると思われ、立

面形は変形ア ーチ形である。床面には、溝状の細

かな凹凸が放射状に認められる。堆積土は約25cm

Eu{
-E
.
5

叫

b :,------

5.30m - Lー一ーニ

ーロこ
0 Im 
l,:.::.;'1, ― I .I一:·—

第18図 14号横穴実測図
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の厚さで均ーに堆積している。上層は灰黄褐色、灰褐色を呈し、 3層に分けられる。

b 

喜

＼ “ 
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b • 一

＼ト
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゜
2m 

b' 
- 5.80m 

I a 1 .. 

｛竺

I a' 

第19図 21号横穴実測図

21号横穴土層観察表

層位土層 鑓

I I灰貨褐色土 しまりが弱くバサバ
考考

サしている。
2 灰褐色 土 液いしまりややあり．顎匹濱士を蹴紅含t・.
3 灰褐色土淡黄色土と交互に堆lll。

〔出土遠物〕 勾王 3点、切子玉 1点が出土している。

勾玉（第20図 1-3) 1は床面上、2、3は堆積土第 3層中より出土した。長さは、順に

3.7 cm、3.9cm、4.4cmを測る。いずれもメノゥ製で「コ」の字形を呈する。穿孔は一方向か

らなされており、中央のくぼみを正面とした場合、その穿孔方向は左→右 (1・3)、右→左

(2)である。 3例とも孔口、孔尻が穿孔の際に不整円形に剥離し、その剥離面は研磨されて

いる。

切子玉（第20図4)

床面上より出土した

もので、長さ 2.2cm

を測る。水晶製で、

断面形は六角形であ

る。穿孔は一方向か

らなされている。

22号横穴

本横穴は、 21号横

書g 胃
ー

c 言
2
 

吐—®
・4 

゜
5cm 

3 

第20図 21号横穴出土遺物（勾玉 ・切子玉）
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穴の東隣に位置し、ほぼ同じ高さに開口している。大部分が崩壊しているため、残存部は玄室

奥壁付近のわずかだけである。

したがって、平面形は不明で

あり、立面形も判然としない

が、ほぼアーチ形を呈すると

思われる。床面には、直径10

-20cmの円礫が平坦に敷きつ

められている。堆積土は奥壁

付近にわずかに認められ、 3

層に分けられる。第 1層は天

井や壁の崩壊土で浅黄色を呈

する。第2層と第 3層は暗褐

色を呈し、第 3層の方が、よ

り粘性が強く ｀しまりのある

土府である。
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5.80m -
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22号横穴土層観察表

層位土色 ， 鑓 考
1 浅貿色土 しまりが弱い。凝灰岩粒を含む。

2 I暗褐色土磁ゃゃらり＇は約ない謝 8紐と混人。
3'暗褐色 ct:I枯性あり。色覇がやや灰色気味。゚

2m 

第21図 22号横穴実測図

表2 各横穴の規模と形態
（単位 ：cm) 

罪
玄 室 玄 門 羨 道

主軸方向 備 考
奥行前培嬌奥墾幅高さ 平面形 立面形 奥行 幅 高さ 閉塞施設 奥行 幅 高さ

変ドーム形形1 N-84!W 170 134 160 104 方形 66 62 80 切石 180 90 
- """ ,., —., ... 

2 N-50~W 210 198 196 140 方形 ドーム形 94 54 切石 120 116 -,. - トー→ --
3 N-38~W 170 108 122 88 長方形 アーチ形 82 45 74 切石 118 80 玄門ー鉄刀出土
-' ・ー・・ トー

__ ,, ___ , 

4 N-37! W 200 86 106 76 7うスコ形 アーチ形 40 68 --切石 152 80 
-- ' - I , _, 

''—ー
5 N-43~W 206 128 156 長方形 アーチ形？ 38 68 段・切石 76 124 玄室一耳環2点出土

"" - .'●  
I-•• .. ● 

__ , 

・・・・・-・・-
玄金圭一銅緋芸,"大水"""'溝刀""、'鉄~ 刀'出"'土' "' 6 N- 67~W 250 260 258 方形 ドーム形？ 42 68 切石 185 120 ••一--. ト- トー→ ト―-

7 S-25! W 230 -・ ．． 
ー・ I, ● ""''  ・----- .. ,, ... --- t- 一9ー·—-—囀―- -

8 S-48~W 210 玄室一排水溝
>-・ -—. I - に―― ... 一<- -・ ・-・・ . , ...... ， s-so~w 142 ァーチ形？ -. .. 

-'  ト ー -----一 ~-一I I----・・・---・- - --- . 一
10 S-60: W ... ー・ー 220 方形？ アーチ形 ．． 一" 戦事中防空壕に改造

一トー '' .. -- , __  , ●●9 -—---· ・--11 S- 59~E .. — 
----I- -------・ ,. 一・一・・・・ ・.... ,_ 

12 S- 53~E 286 ’’ 

~--,. 一一 9 ● ~""' 
" ● ● ,._  

•一・一 ..' ．． I " 

13 ' s -11~E 258 •一
...• 

• 一一トー一 ．． -・・ _,,_, '. - -―・---14 s-zot w 
_,_ ,_ --.,_ —~>- - .. - 玄.室.,.一_. ,, 勾切.. 玉+,.,王.3,● ,.  点l-点'. 一出,._土', . . . ... 

21 s-21~ w •一 ・ 210 —·— 扇形 変形7ーチ形 '' "' '. 
' - ← 一 →'"'"""" 
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塚

調査区内の丘陵頂部付近で検出した周溝を伴なう塚である。西向きの緩い傾斜面に立地して

いる。周溝は地山面で検出され、その地山上に直接積土されている。本遠構は、東半部が既に

失なわれており、残された西半部についてみると、その周溝の在り方から平面形が隅丸方形

（或いは長方形）を呈していたものと思われる。

〔周溝〕 上幅 0.8-1.5 m、下幅0.3-1.0m、深さ0.35-0 .45mを測り 、場所によってば

らつきがある。壁は緩い傾斜をもって掘り込まれている。埋土は、積土の崩壊土と思われる明

褐色～褐色土が、逐次自然堆積した状況を呈している。

〔積土〕 北西コーナー付近では、地山が露出していたが、他の部分では租土が2層認められ

た。いずれも厚さ約10cmである。版築 してつき囲めたような状況は見られなかった。

〔出土遺物〕 縄文土器片（第23図）が、周溝埋土及び積土より数点出土している。
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2. 遺構外出土遺物

遺構外から出土した遺物には、 土師器壺、須恵器甕 • 壺 ・提瓶のほか、石製紡錘車と金環が

ある。これらはすべて丘陵西斜面の裾部から出土している。

土師器

壺（第24図 1) 2号横穴と 3号横穴前方の崩壊土より出土した。口縁部は、頸部から直線

的に外傾して立ち上がり、端部でやや外反しながら夕H則につまみ出されるようにして丸くおさ

まる。｛本部はほぼ球形を呈し、底部は平底で若干上げ底気味である。器面調整は、口縁部内外

面をヨコナデ、イ本部の外面全体をヘラミガキしているが、 1本部下端部はヘラケズリしている。

内面には若干ヘラナデを施している。

須恵器

甕（第24図2・5) 2は1号横穴、 5は3号横穴前方の崩壊土より出土した。 2は口縁部

の破片で、外反する口縁の端部が下方につまみ出されている。 5は頸部から肩部にかけての破

片である。器面調整は、肩部外面に平行叩きが施され、内面には粗い同心円文のあて具痕が認

められる。
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壺（第24図 3) 1号横穴前方の崩壊土より出土した口縁部の破片である。口縁端部で横方

向につまみ出され、鋭い口縁帯にしている。

提瓶（第24図4) 3号横穴前方の崩壊土より出土したイ本部の破片である。

紡錘車（第24図6) 丘陵西斜面裾部の攪乱層より出土した。直径は上面で3.1cm、下面で

4.7 cm、J単さ 1.6cmを測り、孔の直径は 0.7 cmである5石質は滑石で、側面及び下面に鋸歯文

の線刻を施している。また、上面と側面には擦痕が認められる。

金環（第24図7) 表採品である。銅地に鍍金したもので、ほぼ円形を呈し、最大外径が2.1

cmを測る 。断面形はほぼ楕円形で、長径0.7 cm、短径0.5cmである。鍍金は大部分が剥落し

ている。 二 ニ
2 

ー

已可冒3

6
 

塁

゜
5cm 0 

第24図 遺構外出土遺物 1. 土師器壺 2・5. 須恵器甕
4. 須恵器提瓶 6. 紡錘車

7 
5 cm .,.0 

諷鍍金残存部分

3. 須恵器壺
7. 金環
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3. 火山灰層下の調査

丘陵項部付近の D-03、04グリットにおいて、火山灰層下の遺構、遠物の検出を目的として、

2m X 3mのト レンチを 2ケ所に設定した。

き C

i.. I 
b-

|竺

b 7 .son,__ 

。
』 亡 —閏m

I-N 碁本層位

『
.a I - -=-. ニ一 - ·-~-b' 

／ 

-03 

a ーー． 

叙

溝状部分土層観察表

亨！ぷふl粘性あり？風化胡灰岩；を含む。

21黄褐色土やや砂費気味。
3 Iこぶい褐色土I屈化凝灰宕層。
4 にぶい褐色土 3層と類似。粘性がやや強い。

層位 土ー@ 偉考

5 灰焚褐色土 仄白色と負褐色外屁(ti層が交互に嬉慎
6 黄褐色土やや砂灯気味。

7 褐 色 土風化駐灰岩塊を若干含む。
8 褐 色 士粘性が強い屋化凝灰宕塊を含む。

第25図 火山灰層実測図
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基本層位

層位は、碁本的に以下の 4層に分けられる。

第I層 ：灰褐色土 厚さ約5cm。粘性に乏しい火山灰層で、表土（褐色土）の粒子が混じる。

第1I層：黄褐色土 厚さ約10cm。第1層に比べ粘性が強くなり、黄橙色土の粒子を含む。

第1I[層：にぶい黄褐色土 厚さ約15cm。第1I層に比べさらに粘性が強くなり、黄橙色土の粒

子と凝灰岩の風化したプロックが混じる。

第N層：にぶい褐色土 厚さ約15cm、凝灰岩の割れ目に浸透した腐蝕土である。第III層との

前後関係は定かではない。

D-03グリットの第III層上面を精査中に、東西方向に走る幅約40cmの溝状プランを検出した。

堆積土は第lI1層をベースとし、若干赤味と粘性が強い。東壁付近では逆台形状に壁が立ち上が

り、底面のレベルは基盤の凝灰岩面より低くなる。南壁付近になると底面は浅くなり、堆積土

は東から流れ込んだ様相を示 している。全体的には壁の立ち上がりは断続的で一様でなく、ま

た、プランとしてのまとまりもないため遺構とは考え難い。

＞
 

考 察

1 . 横穴の構造と編年

今回の調査で発見された横穴古墳のうち、横穴全体の構造がわかるものは 1号-6号横穴で、

その他の横穴は、丘陵南崖面に開口しているものを含め玄室まで削平を受けているため、本横

穴古墳群の総括的な構造、形態について分析することはできない。

ここでは、6基の横穴古墳を中心に構造上の持徴についてまとめることにし、併せて横穴の

編年を試みることにする。

6基の横穴古墳は、碁本的には玄室＋玄門十羨道から構成されるが、玄室の形態から次のよ

うに分類される。

1 . 玄室平面形

A 類方形を呈するもの………...1号・ 2号・ 6号

B 類長方形を呈するもの•……….. 3号 ・5号

C 類 • フラスコ形を呈するもの…... 4号

A類はさらに 2つに細分される。

A・a類幅が前幅＝奥幅となるもの…... 2号 ・6号
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A・b類 幅が前幅く奥幅となるもの…… 1号

2. 玄室立面形

イ 類 ドーム形を呈するもの…… 1号 ・2号 .6号(?)

ロ類アーチ形を呈するもの …... 3号 ・4号 ・5号(?)

これを各横穴にあてはめると、次のようなタイプに分類される。

I 類： A(a)・イ …… 2号 ・6号

II 類 ：A(b)・ イ…… 1号

IIf 類： B • ロ ・・・・..3号 ・5号

N 類： C • ロ ・・・・.. 4号

さらに、各類型の特徴を述べると、 I類は群中で大形の規模を有するもので、玄室四壁ライ

ンは直線的に造営されており、いわゆる整正形の様相を呈している。 2号横穴玄室壁面の四隅

には、柱を表現したとみられる稜線が線刻されており、それらは天井中央部で交差し溝状の窪

みを形成している。 6号横穴の玄室左奥壁隅にも同様の稜線が認められることから、おそらく、

2号横穴と同様の構造を呈していたものと推察される。

II類と した 1号横穴は、 I類と同様玄室平面形は方形を呈するが、奥壁ラインや四隅が丸味

を有し、立面形は変形ドーム形を呈するものである。

ill類と した 3号横穴と 5号横穴は、規模の点で相違があるが、平面形が長方形プランを呈し、

奥壁ラインと側壁ラインにも丸味をもつ点で同類に属するものである。 5号横穴については、

さらに、玄門両袖の玄室前端幅が左右非対象であり、形態的に崩れた様相が認められる。玄門

と羨道の境に段差をもつ点でも、他の横穴との違いを指摘できる。

W類は、横穴古墳の基本形態である玄室、玄門、羨道の区別が明瞭でなく、フラスコ状の平

面形を呈する点で前述の類型とは区別されるものである。玄室の高さについても 、残存する奥

壁近くで76cmと極めて低く 、退化した横穴古墳の形態を呈している。

以上のような特徴をもつ横穴古墳の形態上から、横穴群の変遷について考察を加えることに

する。

6基の横穴古墳は、位置関係や構造上から同一時期に造営されたとは考えられないことから、

玄室平面形を中心として各類の編年を考えることにしたい。

I-N類に分類された各横穴について、玄室平面形と立面形の組み合せから次の 2つの変遷

が考えられる。

(1) 玄室平面形が方形→長方形へ、立面形がドーム形→アーチ形へと変遷した場合

I・II類ー［竺
W類
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(2) 玄室平面形が長方形→方形へ、立面形がアーチ形→ ドーム形へと変遷した場合

m類—口：二竺
N類

ところが、IV類とした 4号横穴は、形態上から明らかに横穴古墳の退化形態を呈しており、 (2)

の玄室立面形の変遷において矛盾する。従って、 (1)の変遷形式が妥当と考えられる。

ここで、各横穴古墳の構造及び配置関係についてさらに検討を加えると、 6号横穴は群中で

最大の規模をもち、平面形は整然としたいわゆる整正形の古い形態を具備しており、玄室に周

溝を巡らす点などから特質の横穴古墳として把えられる。配置についても、 6基のうちで最下

位にあり、おそらく古い段階に造営されたものと考えられる。それに比べて 4号横穴は、平面

形フラスコ状の形態をもち群中で最も小形のもので、高位置にある点などから本横穴群中で新

しい段階に造営されたものと考えられる。

2号横穴は、整然とした整正形の形態を有する点で 6号横穴と同類に属するものであるが、

左右対象形の平面形は群中で他に類を見ない。また、玄門奥行が94cmを測る比較的長い玄門構

造は、 6号横穴の構造と異なる形状を有している。 2号横穴の左隣りに位置する 1号横穴は、 ．

玄室平面形が方形を呈するが立面形が変形ドーム形の低い天井をもつもので、 2号横穴より先

行するとは考えられない。また、 3号横穴は 1号横穴に酷似しているが、玄室平面形が長方形で

立面形がアーチ形を呈する点で明らかな相違点をもっており、 1号横穴より後出のものと考え

られる。 5号横穴は、玄室平面形から 3号横穴と同類のものと把えられるが、玄門部構造の点

で 1号-3号横穴と相違する。

以上のことから、本群の横穴古墳の編年序列を表わすと次のようになる。

6・2号横穴 一 1号横穴 ーL二こ号虹

4号横穴

しかしながら、 1号・ 2号・ 3号・ 5号横穴は丘陵の中位概にあり、それぞれの距離がほぼ

等間隔に配謹されていることから、おそらく造営時期にさほど時間的な隔たりはないものと推

察される。

2. 横穴群の年代と性格

(1) 金銅装大刀について

今回の調査で発見された金銅装大刀は、群中で最大の規模をもつ 6号横穴玄室床面直上の第

3層より出土したものである。

本刀の概要についてまとめると次のとおりである。・



①

②

③

④

⑤

 

把部には、切羽と把頭の縁金具、把縁金具が認められ、これらは金銅製である。

把間金具と認められる金銅板表面には、蕨手状文の打ち出し文様が施されている。

鐸は六窓の倒卵形を呈し、金銅製である。

鞘尻は丸尻を呈し、鞘木を筒状の金銅板で包んでいる。

責間金具の金銅伏板には、円文打ち出し、列点文により装飾されており、伏板の上下両端

部にスリット文様が付けられている。

以上のような装飾大刀の特徴は、概して頭椎大刀にみられるものであり、把頭を欠損してい

るが、本刀は頭椎大刀と考えられる。

県内における頭椎大刀の出土例は、僅かに 2例が上げられるにすぎない。それは、名取市山

囲古墳と岩沼市二木横穴古墳群である。

山囲古墳出土の頭椎大刀は、全長95.5cmの完形品で把頭の長径8.2cm、切羽5.5cm、把間12.2

cm、鐸は長径8.5cmを測る。把頭は、 金銅板で被われた竪畦目式のもので中央に懸通穴を有し

ている。把間金具には、打ち込み点線による波状文様が施され、鐸は六窓の到卵形で金銅製で

ある。鞘は丸尻で、外装は木製の鞘を鞘尻まで通して金銅板で包んでおり、足金具と資金具が

装着されている。足間と責間には文様が施され、侃表には直径 1.1cmの円文打ち出しを 2列に

施し、侃裏にも点列打ち出しがある別この山囲古墳刀は、本刀と類似している。

二木横穴古墳群出土の例は、 3号横穴玄室内から出土したものである。牝把部の破片と黄金具

が付着した刀身部がみつかっており、金銅把頭の推定長径がllcm前後の大形の竪畦目式を呈す

るものである許

さらに、福島県における頭椎大刀の出土例をみると、管見によれば9例を上げることができ

る。そのうち 8例は、穴沢麻光 ・馬目順一両氏によって紹介されているが!3)他の 1例について

は、矢吹町鬼穴 1 号墳が上げられる ~4) それは、同古墳から把頭の縁金具と鞘尻が出土している

ことから、おそらく頭椎大刀が副葬されていたことは、間違いないものと思われる。

東北地方における頭椎大刀の出土例は、現在までのところでは、宮城県、福島県の両県に限

られている。本横穴群出土の大刀は、分布の最北端に位置するものである。

東北地方出土の頭椎大刀は、概して横穴式石室を内部主体とする円墳に副葬される例が多く、

横穴古墳出土例は、本例を含めて 3例である。出土例ごとの概要説明は、紙面の関係上省略す

るが、表にまとめたので参照されたい。頭椎大刀把頭は、竪畦目式のものと無畦目式の 2種類

があり、把間は銀線葛経を有するものが1例（淵の上刀）、蕨手状文などの打ち出し文様を有

するものが3例（山囲刀、下総塚乙刀、大代刀）、鎌は、六窓及び八窓の倒卵形を呈するもの

が大部分で、足間及び責間に円文打ち出しの文様をもち、鞘尻が丸尻を呈するもの（山囲刀、

下総塚乙刀、大代刀）と鞘尻が平尻を呈するもの（蝦夷穴刀、下総塚甲刀）がある。これらは、
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全て金銅装大刀であるが、消戸迫横穴古墳出土の例だけが鉄製頭椎大刀であり、本例中では特

異なものと言える。

以上のように、前述の特徴をもつ本横穴群出土の頭椎大刀に類似する例としては、名取市の

山囲刀、白河市の下総塚乙刀が上げられるほか、古くから知られている茨木県絆崎出土刀など

があり、本刀は、頭椎大刀の典型的装具を有するものと考えられる。

東北地方の古墳出土頭椎大刀一覧表

古墳名 型式、内部主体 把頭 切羽 切羽縁 把間 鉗 足間 貨間 梢尻

山囲古墳 円墳 • 横穴式石室 金竪畦銅目・ 金銅 金銅 波文 状様 個6 卵窓 円ち文出打し 円ち文出打し 丸尻

宮

竪金畦銅目・二木3号横穴 横 -八 • 一 •'"— •••一 •— 
城

蕨手
倒6 卵窓 円出文打大代6号横穴 横 ハ-- 金銅 金銅

状文 ちし
丸尻

源氏山古坦 円 墳 ？ . ,. 金銅 喰出鉗 足金具 責金具

上粂2号古墳 円墳 •横穴式石室 -- -・ •一 金6 窓銅 ,.,._ 丸尻

福 潤ノ上古墳 円墳•横穴式石室 金無銅畦． 金銅 金銅畦 銀葛 線握 金6 窓銅 金銅 ' ' 

蝦夷穴古墳 円墳 • 横穴式石室 竪金畦銀目・ 金銅 金8 銅窓 足金共 責金具 平尻

跡見塚古墳 円 墳 金竪網畦目・ ● 9●●  , .. .. 

鬼穴 1号墳 円墳•横穴式石室 ー•

,, __ , 

金銅 ••一

, __ 
••一

品 下総塚古墳（弔 前方後円墳 •横穴式石室 金無鉗畦． 金銅 ・- fflJ6 児心 乎2 尻釘

下総塚古墳（ひ 前方後円墳 • 横穴式石室 金無銅畦・ 金銀 金鋲l状蕨 文手 倒6 窓卵 円文 円ち文出打し 丸尻

消戸迫横穴 横 ..... /¥ 鉄無 畦・ 鉄鉄線板絹・ 鉄8窓 -・・ —•• 

(2) 横穴群の年代と性格

大代横穴古墳群の造営年代と被葬者の性格について考察を行なうことにするが、今回の調査の

結果、各横穴古墳からの出土遺物は極めて少なく、本論を行なうにはいささか資料不足の感があ

る。しかし、県内の横穴古墳にはほとんど副葬されることがない頭椎大刀の発見は、本横穴群

の年代と性格を考える上で重要な要素を有している。

まず、横穴群の年代について考えることにするが、横穴古墳の内部から出土した遺物の中で

年代考察の資料となるのは、頭椎大刀と鉄刀だけである。こ れらは、ともに 6号横穴から出土

している。

頭椎大刀は、横穴式石室を内部主体とする円墳及び前方後円墳に副葬される例が多く、横穴

古墳からも出土していることは前にも述べたが、二木横穴群出土のものは把頭だけであり調査報



告悲が未刊であるため詳細は不明である。また、消戸迫横穴群出土の大刀は、鉄製大刀であり

本刀の参考資料としては乏しいものがある。 しかし、装飾大刀の研究が最近盛んに行なわれて

おり、古墳の年代を把える貴重な資料の 1つとして注目されて来ている。頭椎大刀の研究とし

ては、全国的規模で出土例を集成した後藤守ー氏の研究がある許この論文の中で、頭椎大刀は

古墳時代に行なわれた刀剣装飾の中で環頭 ・円頭 ・圭頭大刀等の栴の後に発達したものとして

おり 、頭椎大刀出土の古墳は、全てが古墳時代後期に比定されるもので、 下限については奈良

時代までは下降するものはないとして、年代は古坦時代後期、特に末期に近いものと考えられ

た。また、 把頭の形式から無畦目式のものが古く、畦目式を新しい時期に位置づけている。

信濃地方の頭椎大刀を中心として、全国58例の出土古墳の集成をした桐原健氏は、この論文

の中で、 頭椎大刀は 7 世紀代の古墳から出土していることを指摘している ~6) さらに 、 福島県下

の出土例を中心にして頭椎大刀試論を発表した穴沢匪光 ・馬目順一の両氏は、頭椎大刀の絶対

年代は追葬を行なう古墳や横穴古墳からの推定は困難であるとしながらも、千葉県金鈴塚古墳

から出土した環頭大刀や方頭大刀、圭頭大刀、鶏冠頭大刀との共伴例から、横畦目式の流行期

を7世紀前半に位置づけ、頭椎大刀の年代を 6世紀末-7世紀中葉と把えているf'

これらの論文、研究報告を参考にして考えると、大代横穴群出土の頭椎大刀は、蕨手状文 ・

円文の打ち出し文様で装飾された典型的な装具を備えたものであり 、頭椎大刀編年上で新しい

時期の所産として把えられることから、本刀は7世紀前半頃に位醤づけられる。

また、 6号横穴より出土した鉄刀の中で全体の原形が復元できたものが1振ある（第13因4)。

この鉄刀は、全長31cmの小形のもので、関部に§祖が残存している平造り鉄刀である。この鉄刀

の特徴は、茎の幅が尻部でややすぼまる細尻形を呈し、関の切れ込みは刃側、背側ともに浅く

切れ込んだ両関タイプに属するものである。このタイプの鉄刀は、7世紀以降に出現すると考

えられている~8)

以上のことから、頭椎大刀を出土 した 6号横穴の年代は、7世紀前半頃に位醤づけられ、今

回の調査で発見した横穴群の年代については、横穴古墳の構造及び変遷からおおよそ 7世紀前

半-8世紀にかけて造営されたものと把えられる。

次に、本横穴古墳群の被葬者の性格について述ぺることにする。はじめに、頭椎大刀の出土

分布についてみてみると、南は九州福岡県から北は宮城県までほぼ全国的な分布を示すが、およ

そ100ケ所の出土地の約80%が東日本にあり、特に関束地方に集中している。出土する古墳の多

くは、 円墳が主体を占め、横穴古墳がそれにつづく。千葉県や群馬県など関東地方の一部では

前方後円墳からも出土している。 東北地方では、出土分布が福島 • 宮城に限られており 、これ

は横穴古墳の分布と一致している。
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このような特徴をもつ頭椎大刀を所持する本横穴群の被葬者は、どのような性格を有するの

か。侃用者の性格について、桐原健氏の興味深い論考がある~91桐原氏は、頭椎大刀出土の古墳

は7世紀代の所産のもので、新興の氏族に侃用された可能性を指適し、 7世紀に至って東国に

勢力を伸長してきた物部氏との関係が強いとしている。このことについては、後藤守ー氏も注

目されていたようである ~IO

いずれにしろ、頭椎大刀の侃用者は中央政権と結びついた氏族と関連を有するものであり、

本横穴群の被葬者についても 、6号横穴を首長とする新興の氏族の存在を想起させるものであ

る。

VI 
ま と め

本市唯一の横穴古墳群である 「大代横穴古墳群」の本格的な調査は、今回の調査が初めてで

ある。調査は、都市計画街路工事のため削平を受ける丘陵部分を中心に実施し、併せて南側崖

面に開口している横穴古墳の実測調査も予定していたが、時間的な都合上全ての横穴古墳を計

測する ことは出来なかった。それでも、横穴群の位漑関係を確認し、数甚の横穴古墳の清掃 ・

実測が出来たことは、本横穴群の基本的資料の蓄積と今後の対応を図る上で、大変意義があ っ

たものと思われる。

最後に、今回の調査結果についてまとめておきたい。

1. 本横穴群は、丘陵南斜面を削平して東西に走る県道多賀城ー菖蒲田線に面した崖面に存在

していることが知られていたが、新たに、丘陵西斜面にも造営されていることが明らかにな

り、さらに、東側の丘陵先端部にも存在が確認されたことから 、比較的広い範囲にわたって

造営された横穴古墳群であることが判明した。

2. 今回の調査で発見した遺構は、横穴古墳8基、塚l基である。横穴古墳の構造上から 4タ

イプに分類したが、新旧の形態が混在しており、年代的には 7世紀-8世紀代にわたって造

営されたものと考えられる。塚の年代、性格は不明である。

3. 6号横穴から発見された頭椎大刀は、出土分布の最北限に位置するものであり、本県では

3例目の出土である。

4. 本横穴群の被葬者の性格については、古墳時代の刀剣装飾の 1つとされる頭椎大刀の出土

から、 中央政権と直接つながりをもつか、あるいはそのような氏族と結びつきをもつ一族が

存在 していたと思われ、海岸部一帯を掌握する勢力を保持していた首長の存在が想像される。

5. 被葬者一族が日常生活を営んでいた集落跡などの遺跡については、現在のところ全く不明
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であり、今後の問題として提起される。

末筆ではあ るが、今回の調査及び本報告魯の作成に当り、いろいろとご協カ ・ご指導を下さ

った方々に対し感謝の意を表する次第である。

（註）

(1) 小野 力「宮城県名取市山囲古墳調査報告」 r仙台湾周辺の考古学的研究』宮城教育大学

歴史研究会 1968年

(2) 註(1)に同じ

(3)穴沢麻光 ・馬目順一「頭椎大刀試論ー福島県下出土例を中心にして一」 『福島考古』第18

号福島県考古学会 1977年

(4) 福島県矢吹町教育委員会 「谷中古墳」矢吹町文化財調査報告書 1971年

(5) 後藤守ー 「頭椎大刀について」 『考古学雑誌J 第26-8, 12 1939年

(6) 桐原 健 「頭椎大刀侃用者の性格一信濃出土の頭椎大刀を中心にして一」 『古代学研究』

第56号 1969年

(7) 註(3)に同じ

(8) 臼杵勲「古墳時代の鉄刀について」 『日本古代文化研究』創刊号 古代研究会 1984年

(9) 註(6)に同じ

(10) 註(5)に同じ
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2. 宮城県教育委員会「埋蔵文化財発掘調査報告書（桝形横穴古墳群）」宮城県文化財調査報告

占t第12集 1967年

3. 宮城県教育委員会「宮城県文化財発掘調査略報（昭和48・49年度分）」宮城県文化財調査

報告西第40集 1975年

4. 宮城県教育委員会「砂山横穴古墳群調査報告書」宮城県文化財調査報告魯第44集 1976年
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図版 1
遺跡遠景 （南側より）

図版2
丘陵西斜面伐採状況

（西側より）

図版 3
表土除去



図版4
2-5号横穴検出状況

（西側より）

図版 5
1-6号横穴完掘状況

図版 6
丘陵西斜面横穴完掘状
況 （北側より）



図版 7
1号横穴閉塞状況

図版8
1号横穴玄門

（玄室側より ）

図版 9
1号横穴玄室奥壁



図版10
2号横穴閉塞状況

図版11
2号横穴玄門

（玄室側より）

図版12
2号横穴玄室天井刻線



図版13
3号横穴閉塞状況

図版14
3号横穴玄門

（玄室側より）

図版15
3号横穴玄室工具痕



図版16
4号横穴土層堆積状況

図版17
5号横穴閉塞石

図版18
5号横穴玄室耳環出土
状況



図版19
6号横穴 （西側より ）

図版20
6号横穴完掘状況

（東側より）

図版21
6号横穴玄室金銅装大
刀 （把部分）出土状況
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図版22
7号横穴 （南側より）

図版23
8号横穴 （南側より）

図版24
13・14号横穴

（南側より）



図版25
21・22号横穴

（南側より）

図版26
丘陵南崖面の横穴群

（南側より）

図版27
同上 （南西側より）



図版28
塚検出状況

（北西側より）

図版29
塚積土断ち割り状況

図版30
調 査風 景
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図版31 出土遺物
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